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４年「大きな数」 教科書Ｐ１1～Ｐ22   （8 時間扱い→７時間で実施） 

教科書 教師の手立て 期待する児童の反応 

Ｐ１０ 「いろいろな国の 
人口をよんでみよう」 

ポイント 1→ 

（既習事項から導入する。読
み方をノートに書かせること
で、位を意識させる。） 

ポイント 2→ 

（実際に読ませることで、自
分の読み方が正しいのか点検
させる） 

 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 3→ 

（既習事項とつなぐことで、
本時の学習内容を明確にさせ
る。） 

 

 

 

ポイント 4→ 

（いろいろな読み方と出会わ
せることで、「困り」を生じ
させ、課題意識を高めてい
く）     ポイント 5→ 

（「困り」の要因と「位」を
関連付けさせる） 

 
 

 

問１ スイスの人口は何人でしょ

う。読み方をノートに書きましょ

う。 

８５４４０００人 

問２ 人数を読んでみましょう。 

 

・よいですか 

 

問３ アルゼンチンの人口は何人

でしょう。読み方をノートに書き

ましょう。 

 

問４ 人数を読んでみましょう。 

 

 

 

問５ 日本の人口の読み方をノー

トに書きましょう。 

 

 

 

問６ 読み方を発表してくださ

い。 

問７ どうしていろいろな読み方

があるのでしょうか。 

 

 

問８「スイス」「アルゼンチン」の

人口はみんな読めたのに、日本の

人口とは何が違うのですか。 

 

 

 

 

 

（ノートに書く） 

８５４４０００人 

➡八百五十四万四千人 

（発言） 

八百五十四万四千人（読む） 

（頷き・挙手で評価） 

・よいです 

（ノートに書く） 

４４６８９０００人 

➡四千四百六十八万九千人 

 

（発言） 

➡四千四百六十八万九千人

（読む） 

 

（ノートに書く） 

Ａ千二百七十一万八万五千人

Ｂ一万二千七百十八万五千人 

C 一億二千七百十八万五千人 

D わからない…。 

 

（発表） 

Ａ～Ｄ発表 

 

 

 

（発表） 

・「スイス」「アルゼンチン」

は、千万までの位だったけ

ど、日本は、千万の位より大

きい位に数があるからです。 
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ポイント 6→ 

（既習事項とのちがいから、
本時の追求内容を明確にさせ
ていく） 

 
 
 
ポイント７→ 

（既習事項がそのままでは使
えないことを捉えさせ、「千
万」の上の位を求める意識を
持たせていく） 

 
 

 

 

 

 

 

ポイント８→ 

（「千万」の上の位に「 1
億」の位があることを確認さ
せる） 

 
 
 
 
 

問８ 確かめてみましょう。 

Ｐ１２の位取り表に着目させる 

      千百十一千百十一 

         万 

スイス    ８５４４０００人 

アル…   ４４６８９０００人 

日本   １２７１８５０００人 

 

問９ 日本の人口は、千万の位よ

り上の位になっていますか。 

 

・よいですか。 

 

 

 

問１０ 千万の上の位は「万」で

はいけませんか。 

 

 

 

 

問１１ 千万の上が「万」では

「万万」となるのですね。千万の

上の単位が欲しいですね。なんと

いう単位があるか知っています

か。 

 

問１２ 教科書Ｐ１２にその単位

のことを書いています。何という

単位の名前か、見つけましょう。 

 

 

・教科書Ｐ１３の位取り表を見て

確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発言） 

・日本の人口は、千万の位よ

り上に数があります。 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 

 

（発言） 

・「千万」の上の単位が「万」

だったら」「１万２７２１万」

になるのでおかしいです。 

 

 

（つぶやき・発言） 

・「億」という単位がありま

す。 

 

 

 

（教科書をみて発言） 

・「億」です。 

・千万の上の単位は「億」で

す。 

 

・Ｐ１３の上の位取り表を見

て「１億」の位について理解

する。 

 



- 48 - 
 

 
ポイント 8→ 

（これまでの位取りについて
振り返らせながら、10 倍ご
とに新しい位を作っていたこ
とから、「千万」の 10 倍が
「一億」であることを理解さ
せる） 
 

ポイント 9→ 

（新しく知った「一億」の位
を使って、世界の人口が読め
るのか確かめさせる。） 
 
 
 

ポイント 10→ 

（日本の人口との違いから、
「一億」の位まででは、世界
の人口が表せないことを捉え
させる） 
 
 

ポイント 11→ 

（位取り表をもとに、「億」
より上の位も「10」倍ごとに
あることを捉えさせる） 

ポイント 12→ 

（「10」倍ごとに新しい
「位」ができていて、どれも
「一・十・百・千」の繰り返
しになっていることに気づか
せていく） 
 

 
 

 

問１３ 「千万」の上の位は、

「億」の位ですね。「億」は、「千

万」の位の１０倍になります。 

位取りの表をみて、日本の人口を

読んでみましょう。 

 

 

 

問１４ 世界の人口は、 

7632819000 人 

です。 

何人でしょう。読み方をノートに

書きましょう。 

 

問１５ 日本の人口の大きさとど

こが違いますか。 

 

問１６ 「一億」の位より大きい

数のしくみを確認しましょう。 

教科書Ｐ１３を見てください。 

 

問１７ 「億」の位は「１０倍」

ごとにどのような位ができていま

すか。 

 

・「一」から「千億」までの位をみ

て、どんなことに気づきますか。 

 

・「一・十・百・千」ごとに◯で囲

んでみましょう。くりかえさせて

いると言えますか。 

 

 

 

 

（読む） 

・一億二千七百十八万五千人 

・いちおくにせんななひゃく

はちじゅうまんごせん人 

 

 

 

 

 

（ノートに書く） 

・七十六億三千二百八十一万

九千人 

（発言） 

・ななじゅうはちおく…人で

す。 

（発言） 

・日本は「一億」の位までだ

けど、世界は「十億」の位ま

であります。 

・「一億」の位より大きいで

す。 

 

（発言） 

・「一億・十億・百億・千億」

です。 

 

（発言） 

・「一・十・百・千」が、繰り

返されています。 

 

（頷き・挙手で確認） 

・言えます。 
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第 2 時 「千兆の位までの読
み方」P14 
 

ポイント 1→ 

「10」倍ごとに新しい「位」
ができていて、どれも「一・
十・百・千」の繰り返しにな
っていることに気づかせてい
く。 
 
 

      ポイント 2→ 

また、「千億」の位よりも大
きくなっていることにも着目
させていく）   

ポイント 3→ 

「10」倍ごとに新し「位」が
できていて、どれも「一・
十・百・千」の繰り返しにな
っていることを確かめさせ
る。 
 

 

・これまでの整数の「位」のしく

み（作り方）と同じと言ってよい

ですか。 

 

 

問１８ 教科書Ｐ１３にも、その

ことが書いています。読んでみま

しょう。 

 

問１９ 「たしかめ」をしましょ

う。 

 

 

 

 

 

問１ 何の数字がわかりますか。 

 9460000000000 ㎞ 

 

問２ この数字は、「光が一年間に

進む距離」を表しています。 

この数は、「億」を使って表わせる

でしょうか、 

・なぜですか。 

 

 

 

・数をノートに書いて確かめてみ

ましょう。 

 

9460000000000 

   ◯千百十一千百十一千百十一 

     億   万 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 

「一・十・百・千」が順番に

繰り返されています。 

 

（教科書を読む） 

・一億の位から…。 

 

 

（たしかめ） 

・答え合わせをする。 

 

 

 

 

 

 

(つぶやき) 

・◯◯ 

・△△…。(自由に言わせる) 

→そうなんだ。 

 

（発言） 

・表せません。 

 

・「一・十・百・千」を繰り返

していくと、「千億」の位より

も大きな数だからです。 
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ポイント３→ 

（「一・十・百・千」の繰り
返しになっていることもと
に、縦線を引いて位を見つけ
る工夫を捉えさせる） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポイント４→ 

（「千億」の 10 倍の位は「一
兆」であることを確認し、理
解させる） 

 
 
ポイント５→ 

（「「兆」の位を使って、数字
を読ませる。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※４つごとの縦線の意味について

問いかける。読み方の工夫として

紹介するとよい。 

 

問３ 一番上の位は、「千億」の

「１０倍」の位になるということ

でよいですか。 

 

問４ 「千億」の上の◯のところ

には、｢千・百・十・一｣のどれが

入りますか。 

・よいですか。 

 

問５ ◯は一でよいですね。その

位の名前は、教科書のＰ１４に書

いています。何という位か見つけ

ましょう。 

問６ 「一兆」でよいですか。 

9460000000000 

   一千百十一千百十一千百十一 

  兆   億   万 

 

問７ この数字を読んでみましょ

う。 

※この数を、「９兆４６００億」と

書くこともあります。（紹介する） 

問８ 「千億」より大きい位の

「兆」の数のしくみを見てみまし

ょう。Ｐ１４に書かれています。 

→P14 の位取り表を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 

 

（発言） 

・「一」です。 

（頷き・挙手） 

・よいです。 

 

 

（発言） 

・「一兆」です。 

 

 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 

 

 

 

 

 

（全員で読む） 

・九兆四千六百億 ㎞ 
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ポイント６→ 

（「兆」の位も、10 倍ごとに
「一・十・百・千」が繰り返
させていることに気づかせて
いく） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポイント７→ 

（数直線をもとに、一目盛り
の大きさを捉えながら、
「億」をこえる数の構成を理
解させていく） 

 
ポイント８→ 

（数直線の一目盛りの大きさ
の求め方を、筋道を立てて説
明させる） 

 
 
 
 

 

問９ 「一兆」の１０倍は、いく

らですか 

 

問１０ 「十兆」の１０倍はいく

らですか。 

 

問１１ 「百兆」の１０倍はいく

らですか。 

 

問１２ 「億」までのように

「一・十・百・千」がくりかえさ

せていますか。 

 

問１３ 「兆」の位でも、「一・

十・百・千」が繰り返されている

ことが分かりましたね。 

 

問１４ たしかめ「３」に取り組

みましょう。 

 

Ｐ１５へ進む。 

問１５ 下の数直線の「あ」のめ

もりが表す数はいくらか考えてい

きましょう。 

 

問１６ この数直線の一めもりは

いくらでしょう。 

問１７ どうして「１億」だと言

えますか。 

 

 

 

 

・よいですか。 

 

 

（発言） 

・「十兆」です。 

 

・「百兆」です。 

 

 

・「千兆」です。 

 

 

・はい、「一・十・百・千」が

「兆」の位でも繰り返されて

います。 

 

 

 

 

 

（ノートに取り組む） 

・え合わせをする。 

 

 

 

 

 

 

（発言） 

・「１億」です。 

・１０めもりで１０億になっ

ているから、１めもりが１億

になります。 

・３０億と４０億の間が１０

億で、それを１０等分してい

るからです。 

・よいです。 
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ポイント９→ 

（数直線の一目盛りの大きさ
をもとに、表された数の大き
さを表現させる） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポイント 10→ 

（下の位から見た上の位の大
きさの見つけ方を理解させて
いく） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問１８ それでは、「あ」のめもり

があらわす数は、いくらといえば

よいですか。「わけ」も言ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

・よいですか。 

 

問１９ 次の問題に取り組みまし

ょう。➡Ｐ１５「４」 

 

 

※➁と➂は、位取り表に３４億を

位置付けて、「１億」の３４こ分、 

1000 万の「３４０」こ分というこ

とを理解させるとよい。 

 340000000 

    千百十一千百十一千百十一 

      億   万 

※「1億」の 34 倍（こ分） 

 340000000 

    千百十一千百十一千百十一 

           億      万 

※「1000 万」の 340 倍（こ分） 

 

 

 

 

 

 

 

（発言） 

・「３４億」でと思います。 

・１めもりが「１億」で、３

０億から４めもり大きいのが

「あ」だからです。 

・３０+４で３４億になるから

だと思います。 

 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発言） 

・一億の位からみて、「３４

倍」になっています。 

 

・千億の位からみて、「３４

０」倍になっています。 
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ポイント 11→ 

（「億」「兆」の計算をさせる
ことで、これまでの整数と同
じようにすれば良いことを理
解させていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 12→ 

（「１億」を単位とした計算
になっていることを理解させ
ていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問２０ 「億」や「兆」の計算を

しましょう。 

・３５億＋２４億 

・３５億－２４億 

 

※「たし算」の答えを「和」、「ひ

き算」の答えを「差」といいま

す。（紹介する） 

 

問２１ どうやって答えを求めま

したか。 

 

 

 

・なぜ「億」の単位を考えずに計

算できるのですか。 

 

 

 

・よいですか。 

 

 

 

 

問２２ 次の数の「和」と「差」

を求めましょう。 

➀(１２６億・７２億) 

 

➁(２３０億・４９０億) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（計算） 

（発表） 

・５９億と１１億です。 

 

 

 

 

 

（発表） 

・これまでの整数の計算よう

に、「億」という単位を考えず

に、数だけをたしたり、ひい

たりしました。 

・３５億は、１億の３５こ

分、２４億は１億の２４こ分

だから、「億」の単位を考えず

に数だけを計算できると思い

ます。 

・よいです。 

 

 

 

 

 

（計算） 

（答え合わせ） 

➀和➡１９８億  

差➡５４億 

➁和➡７２０億 

 差➡２６０億 
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第３時 「整数の仕組み」 
P16 
 
 

 

ポイント 1→ 

（「数」を 10 倍、100 倍する
ごとに、位が一桁ずつ上がっ
ていることを理解させてい
く。また、その時、右端（末
尾）に 0 がつくことも視覚的
に捉えさせていく） 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 2→ 

（「数」を 1/10 するごとに、
位が一桁ずつ下がっているこ
とを理解させていく。また、
その時、右端（末尾）の 0 が
なくなっていくことも視覚的
に捉えさせていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問１ 教科書Ｐ１６の位取り表

に、「１２３４５００００」の「１

０倍」「１００倍」「１/１０」の数

を書き入れましょう。 

 

問２ 「１２３４５００００」の

１０倍、１００倍にすると、位

は、どのように変わるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・よいですか。 

 

問３ 「１２３４５００００」を

１/１０にすると、位はどのように

変わるでしょう。 

・よいですか。 

 

 

問４ このように位が動くこと

を、教科書ではなんと書かれてい

ますか。読んでみましょう。 

 

・１つずつ位の位置が右に上がる

ことを「位が１けた上がる」とい

います。 

・１つずつ位の位置が左に下がる

ことを「位が１けた下がる」とい

います。（紹介） 

 

（書き入れる） 

 

 

 

 

（発言） 

・「１０倍」の時は、 

➡全ての数が１ずつ左に動い

て、一番右に「０」が１つつ

す。 

・「１００倍」の時は、 

➡全ての数が２ずつ左に動い

て、右に「０」が２つつきま

す。 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 

 

 

 

（発言） 

➡全ての数が１ずつ右にずれ

て、「０」が１つなくなりま

す。 

・よいです。 

 

（読む） 

・整数を１０倍すると、…。 

・また 1/10 にすると…。 

 

 

 

 

（教科書に下線を引く） 
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ポイント３→ 

（一番大きい数を意識して、
自分なりに作らせてみる） 

ポイント４→ 

（９８７６５４が一番大きい
という理由を考えさせる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問５ 「たしかめ」の「６」「７」

をしましょう。 

 

※「７」の１めもりがいくらにな

るのか、を読み取る場を大切にす

る。「なぜ１２６０億か」「なぜ１

兆２６００億か」を問いかけるよ

うにし、「考えの筋道」に沿って説

明させると良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１７の「数字カード」の問題に

取り組みましょう。 

 

➀ いちばん大きい１０けたの数

はどんな数になるかな。 

ノートに書きましょう。 

・なぜ９８７６５４３２１０が一番

大きいと言えるのかな、 

 

 

 

・よいですか 

 

 

 

 

「６」→省略 

 

「７」→【説明例】 

・１２００億と１３００億

は、１００億の違いで、それ

が１０等分されているから１

めもりは１０億です。１２０

０億より６めもり分（６０

億）大きいので、１２６０億

になります。 

・「１兆２０００億」と「１兆

３０００億」の違いは、１０

００億あります。１０００億

が１０等分された６こ分のと

ころにあるので、６００億に

なります。「１兆２０００億」

より６００億大きいので、「１

兆２６００億」になります。 

など、 

 

 

 

 

 

（ノート） 

・９８７６５４３２１０ 

（発言） 

・大きい位に大きな数が入る方

が、大きな数ができるからで

す。 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 
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ポイント５→ 

（一番小さい数を意識して、
自分なりに作らせてみる） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント６→ 

（「０」が１０億の位にある
ことについての考えを持たせ
る） 

ポイント７→ 

（「０」が１０億の位にある
ことについて考えさせ、「１
０けた」の意味について理解
を深めさせる） 
 

ポイント８→ 

（自分の考えを持たせた後、
ＡとＢの考えがあることに出
合わせる。そこで、前学習の
「98765432」の考えが使え
ないのかについて問いを持た
せる） 
 
 
 

 

➁ いちばん小さな１０けたの数

はどんな数になるかな。 

ノートに書きましょう。 

 

・ＡとＢどちらか正しいですか。 

 

 

 

・なぜですか。 

 

 

 

 

 

 

 

・一番大きな位が「０」になると１

０けたの数にならないのですね。 

 

 

・一番小さな数は、 

「１０２３４５６７８９」 

でよいですか。 

 

 

問６ 「８」の電卓の問題でできる

一番大きな「８けた」の数はいくら

でしょう。 

 

Ａの９８７６５４３２ではないの

ですか。 

 

 

 

 

 

（ノート） 

Ａ０１２３４５６７８９ 

Ｂ１０２３４５６７８９ 

 

（判断・挙手） 

Ａ ◯人 

Ｂ ◯人 

 

（発言） 

・Ａの数の１０億の位は０だか

ら、１０けたにならないからで

す。 

・Ｂは、１億の位までしか数が

入っていないからおかしいで

す。１０億の位が０はおかしい

からです。 

・はい。（頷きで確認） 

（頷き・挙手で確認） 
・そうです。 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
Ａ９８７６５４３２ 
Ｂ９９９９９９９９ 
 
（発言） 
・電卓の数字のキーだから、同
じキーを繰り返して押せるか
らです。 
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ポイント９→ 

（「カード」の場合と違っ
て、電卓の場合は、同じ数を
何度もつかえることをとらえ
させる） 
 
 
 
第４時 「大きな数のかけ
算」（３けた×３けた） 
Ｐ１８ 

ポイント１→ 

（被乗数を「２８５」に固定
して、乗数を□として提示す
ることで、乗数が２けたから
３けたに変化することをとら
えさせたい） 

ポイント２→ 

（既習事項である「３けた×
２けた」に取り組ませて、学
びの基盤を確認する） 
 

 

ポイント３→ 

（被乗数「２８５」を固定し
たまま、乗数を「２７➡１２
７」に変化させることで、乗
数が「２けた」から「３け
た」に変わったことを意識さ
せる。また、乗数の下２けた
の数を同じにすることで、➀
の筆算が使えるようにする） 

 

 

 

 

問７ 先ほどの「７」と「８」の「一

番大きな数」のつくり方について、

何が違いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題文 

 遠足の費用として、285 円ずつ集

めます。□人分集めると、全部で何

円になるでしょう。 

 

 

問１ 

①  □→27 人 

（式）は、どうなりますか。 

② 筆算で計算しましょう。 

  

 

③  □→127 人 

（式）はどうなりますか 

  

④ ➀の式と何が違いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・「７」は数字カードが一回だ
け、「８」は同じ数字が何度も押
せることの違いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・「285×27」です。 

 
 
 
（発言・ノート） 
・   285 

×   27  
      1995 
      570   
      7695 
（発言） 
・「285×127」です。 
 
（発言） 
・かける数が大きくなりまし
た。 
・かける数が３けたになりまし
た。 
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ポイント４→ 

（乗数が「３けた」の場合の
かけ算を学習することを自覚
させるとともに、未学習内容
であることへの課題意識を高
める） 
 
 
 
 
 

ポイント５→ 

（Ａ・Ｂ２つの方法があるこ
とに出合わせることで、自分
の考えとの異同を意識させる
とともに、正しい方法を見つ
けていく意欲を高める） 
 
 
 

ポイント６→ 

（Ａ・Ｂの違う箇所を明確に
することで、課題追求の視点
を定めるようにする） 

 

ポイント７→ 

（「５」の書く場所が「１０
の位」か「１００の位」かに
ついて、問題の場所を明確に
させる） 

ポイント８→ 

（乗数の「１」の位について
視点を当てさせることで、そ
の積は「100」の位の数にな
っていることに着目させる） 

 

⑤ 「かける数が３けた」の「２８

５×１２７」の計算をやってみまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

・机間観察で、考えを把握する。 

 

問２ ＡとＢのやり方がありまし

た。どちらが正しいやり方ですか。 

いいと思うやり方に手をあげまし

ょう。 

 

 

 

 

 

問３ Ａの方法がいいという意見

が多いようです。違いはどこですか 

 

 

 

問４ 「285×１」の「1×５」の「５」

を書く場所は、「１０の位」か「１０

０の位」かの違いですね。どちらが

正しいのでしょうか。 

 

問５ 「１」は「100」の位の「１」

なのですか？ 

 

 

 

 
（数学的活動） 
・自分なりにやってみる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（予想される反応） 
Ａ 285       Ｂ 285 
  127      127 
  1995          1995 
   570           570 
  285            285    
  36195          10545 

Ａ（多数）  Ｂ（少数） 
 
（発言） 
・「285×1」のところの「５」の
位置が、「１０の位」か「100 の
位」かの違いです。 
 
（発言） 
・「285×１」の「1」は「100 の
位」の「１」だから、「1×５」
の「５」は、「100 の位」に書く
べきだと思います。 
（発言） 
・かける数の「１２７」の「1」
だから、「１」は「100 の位」の
「１」です。 
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ポイント９→ 

（乗数が「２けた」の場合を
振り返ることで、乗数が「３
けた」の場合へと考えを適用
させていく） 
 
 

ポイント１０→ 

（乗数が「３けた」の場合の
「積」を書く位置を確認させ
る） 
 
 

ポイント１１→ 

（乗数が「３けた」の場合の
「積」を書く場合の「けた数
のずれ」をおさえる） 
 
 
 
 

ポイント１２→ 

（Ｂのやり方の間違いの箇所
を明確にし、どうすればよか
つたのかについて、理解を深
めさせていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問６ これまでの「２けた」の計算

では、どうしましたか。 

 

 

 

 

 

問７ ということは、「３けた」をか

ける計算でも、「かける数の位」の位

置に「積」を書く。ということでよ

いですか。 

 

 

問８ 積の「５」は、何けた下から

ずれていますか。 

 

 

 

問８ 正しいやり方は、Ａですか、

Ｂですか。 

 

問９ なぜ「Ｂ」のやり方は正しく

ないのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ よいですか。 

 

 

 

 

（発言） 
・これまでの「２けた」をかけ
る計算でも、かける数の位と同
じ場所に「積」を書きました。 
・「285×27」の時も、「285×２」
の「２×５」の「10」の「0」は、
「10」の位に書きました。 
 
 
 
（頷き・挙手） 
・よいです。 
 

 

（発言） 

・「２けた」ずれています。 

 

 

 

（挙手） 

・Ａです。 

 

（発言） 

・「Ｂ」のやり方では、「285×

１」の「1×５」の「５」を書

く場所は、「１００の位」に書

かなくて、「１０」の位に書い

ているからです。 

・「１けた」しかずれていない

からです。 

 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 
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ポイント１１ 

（乗数が「３けた」の場合の
位取りの仕方について、振り
返らせながら、「まとめ」を
させる。） 
 
 
 
 

ポイント１１ 

（乗数が「３けた」の場合
で、「空位（10 の位）」があ
る場合の計算であることを意
識させる。） 
 

ポイント１２ 

（乗数に空位（10 の位）が
ある場合の筆算の仕方につい
ての課題意識を高める） 

 

 

ポイント１３ 

（まず、答えを確認し、各自
が正答を導きだしていること
を確認する。この際、誤答に
ついては、指導したておく） 

ポイント１４ 

（「はる」さんのやり方を提
示し、「０」を省かないやり
方を確認する。） 
 
 
 
 
 

 

問１１ 「３けた」をかける計算で

は、どんなことがわかりましたか、 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 「９４２×３０７」のかけ

算はどうすればよいですか。 

・さっきの問題と何が違いますか。 

 

 

 

→かける数の「１０」の位が「０」

になっている時はどんなやり方で

すればいいのかな。やってみましょ

う。 

 

 

問１３ 答えはいくらになりまし

たか？ 

・よいですか。できた人は手をあげ

てください。 

・黒板に、「はる」さんの方法を板書

し、自分の考えとの異同を確認させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発言） 

・「３けた」をかける計算で

は、「１００」の位をかけた時

の「積」の数は、「１００」の

位に書く。ということです。 

・「１けた」ずらすのではなく

「２けた」ずらすということ

です。 

 

（発言） 

・かける数の「１０」の位が

「０」になっていることが違

います。 

 

 

 

 

（数学的活動） 

・やってみる。 

 

 

（発言） 

・「１６６３９４」です。 

（挙手） 

 

・確認 

→「はる」さんの考えを紹介 

 

（意識） 

・自分と「同じ・違う」やり

方だ。 
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ポイント１５ 

（「はる」さんのやり方を提
示し、「０」を省かないやり
方を確認する。） 
 
 

ポイント１６ 

（２人のやり方の違いを詳細
にとらえさせ、「かえで」さ
んのやり方について理解を深
めさせていく） 
 

ポイント１７ 

（「０００」を書かずに計算
する工夫の意図について考え
させる） 
 
 
 

ポイント１８ 

（「０００」を書かずに計算
した時の「けた数」のずれに
着目させ、２けたずらす必要
があることを理解させる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問１４ 「１６６３９４」の答え

を出したやり方の中に、こんな考

えの人がいました。さっきの「は

る」さんとの違いは何ですか。 

 

 

➡それぞれの違いをじっくり考え

させて、いろいろな違いを確認さ

せていく。 

 

 

 

問１５ 「０００」を書かずに、

計算を進めているのはなぜでしょ

うか。 

 

 

 

 

問１６ なぜ「３×２」のところ

の積「６」が、２けたずれている

のでしょうか。 

 

問１７ 「はる」さんと「かえ

で」さんのやり方では、どちらか

やりやすいですか。 

問１８ 自分のやりやすい方法を

選んでやっていきましょう。 

➡Ｐ１９「たしかめ」９・１０へ 

 

 

 

 

 

 

「かえで」さんの考えを紹介 

（発言） 

・「５４２」×「０」のところ

の計算の結果が書かれていま

せん。 

・「０００」がありません。 

・「×０」の計算を書かずに、

「５４２×３」の計算をして

います。 

・「３×２」の「６」を「２け

た」ずらしています。 

 

 

（発言） 

・「５４２×０」のところは、

積は「０」（000）だから、書

く必要がないからです。 

・「000」を書かずに計算を進

める方が速いからです。 

 

（発言） 

・「３×２」の「３」が

「100」の位の数だからです。 

 

 

（発言） 

・「はる」→わかりやすい…。 

・「かえで」→はやい…。 

 

 

・答え合わせをする。 
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第５時 「大きな数のかけ
算」（３けた×３けた）で末
位に「０」がある」 
Ｐ１９ 

ポイント１→ 

（「2700×3」を提示し、どん

な工夫ができそうか問いかけ

ることで「かえで」さんのや

り方の工夫に興味を持たせ

る） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント２→ 

（特に工夫をせずに、位をそ

ろえて、「０」のかけ算も行

方法で、答えを確かめさせ

る。また、この方法を行うこ

とで、工夫する方法との違い

に着目させる） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

問１ 「２７００×３０」のかけ

算では、どんな計算の工夫ができ

そうですか。 

 

問題１０ 

 かえでさんは、２７００×３０

の答えを次のようにして求めまし

た。 

 ２７００     ２７００ 

×  ３０    × ３０  

          ８１０００ 

 

問２ 「かえで」さんは、どんな

工夫をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

問３ 「２７００×３」をこれま

でと同じように「位」をそろえて

やってみましょう。同じ答えにな

りますか。 

 

 

 

・ 同じ答えになりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（意識） 

・自分なりの「工夫」のイメ

ージを持つ。 

 

 

 

（発言） 

・「２７００×３０」の筆算

で、位をそろえずに、「２７×

３」のかけ算をしています。 

・「２７×３」の筆算をして、

あとから「０」を３つ、積の

あとに書いています。 

 

（数学的活動） 

・「位」をそろえてやってみ

る。 

➡「８１０００」になること

を確認する。 

 

（頷き・挙手で確認） 

・なりました。 
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ポイント３ 

（「０」を計算しないという

ことの意味をとらえさせる） 

 
 
 

ポイント４ 

（「０」）を３つつけることの

意味を考えさせる） 

 
 

ポイント５ 

（「０」）を３つつけることの

しくみをとらえさせる） 

 
 
 
 
 
 
 

ポイント６ 

（「０」）を３つつける工夫が

できることを確認する） 

 

 

 

問４ 「位」をそろえずに、「２７

×３」の計算で、あとから「０」

を３つつけると、どうして同じ答

えが求められるのかな。 

 

 

 

 

 

問５ 「０」を隠す（計算を省略

する）ということは、その数をど

うしたということですか。 

 

 

 

問６ なぜ後で、「０」を３つつけ

るのですか。 

 

 

 

問７ 「位」をそろえる方法と比

べてみましょう。 

     ２７００ 

   ×   ３０ 

     ００００ 

    ８１００    

    ８１０００ 

・「０」は下にいくつついています

か。 

 

問８ 「２７×３」の計算をし

て、計算しなかった「０」の数の

「３つ」を後でつけるという工夫

ができると考えてよいですか。 

 

 

（数学的活動） 

・計算の工夫について、考え

る。 

 

（発言） 

・「０」を３つ隠して計算した

から、あとで「０」を３つ書

くのだと思います。 

 

（発言） 

・「２７００」を「1/１００」

に、「３０」を「１/１０」に

して、「２７と３」にしたので

と思います。 

 

・「1/100」と「1/10」にして

計算したので、本当は、その

積の「１０００」倍あるから

です。「０」を３つつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

（発言） 

・「０」が３つついています。 

 

 

 

 

（頷き・挙手） 

・よいです。 
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ポイント６ 

（「億」がつく計算の方法に

ついて構想させる） 

 
 
 
 

ポイント７ 

（「億」がつく計算の方法の

工夫点について、そのよさに

ついて着目させる） 

 
 
 
 
 

ポイント８ 

（「億」がつくときの計算の

工夫について、確認する） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第６時 Ｐ２０ 
第７時 Ｐ２１・Ｐ２２ 
        （略） 
 

 

問９ 「２４億×２０」の計算を

工夫してしましょう。どんな工夫

ができますか。 

 

 

 

 

問１０ どうしてそうしたのです

か。 

 

 

 

 

 

 

 

・「億」がつく時の計算でも、

「億」を考えずに計算して、あと

で「億」をつけるという方法でよ

いですか。 

 

問１１ 計算の工夫を考えなが

ら、Ｐ１９の「たしかめ」１１・

１２をやりましょう。 

 

 

 

 

 

※「学んだことを使おう」 

※「大きな数」まとめ 

 

（数学的活動） 

・ノートにする 

（発言） 

・「２４億」の「億」を考えな

いで、「２４×２０」の積に

「億」をつけました。 

 

→「２４億」の「０」を８つ

書かない（億を考えないで）

で、「２４×２０」の積に

「億」をつけるほうが簡単だ

からです。 

・「２４億」は「１億の２４

倍」だから、「１億」のいくつ

分を計算して、あとで「億」

をつければよいからです。 

 

（頷き・挙手で確認） 

・よいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・答え合わせをする。 

 


